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が整ったものではなく、表面に雲粒が付着した「雲粒付結晶」でした。

⑤ 第５位３１ｃｍ（１８８７年１月１８日）

１８８７年（明治２０年）に入り交通機関が発達すると、雪が災害とし

て意識されるようになりました。

昭和に入り車社会が到来すると、道路の除雪をしなければ生活が

成り立たないため、雪による影響はより一層深刻化したそうです。

⑥ 第６位３０ｃｍ（１９６９年３月１２日／１９５４年１月２５日）

１９６９年（昭和４４年）の３月１２日、東京における３月の積雪記録とし

ては最大の３０ｃｍを観測しました。予想を上回る積雪で電車のポイン

ト故障やダイヤの大幅な乱れなどが相次ぎ、各地で運行が不可能な

状況に。

また、この日は大学入試が実施されており、地方から上京してきた

多くの学生が影響を受けました。

⑦  第７位２７ｃｍ（２０１４年２月１５日／１９２５年１月３０日）

東京の大雪記録の中では最も直近の出来事である、２０１４年（平成

２６年）の大雪。

関東・甲信を中心に東北や西日本でも被害が多発し、１１都件で１３

人が死亡、２９都府県で１,４９８人の負傷者が発生しました。

積雪量は、１０ｃｍを超えなくても、雪に弱い都会。皆様もくれぐれも

お気をつけください。

皆様、昨日の大雪は大丈夫でしたでしょうか？

本日は足元の悪い中、ご参加いただきありがとうございます。

昨日の雪の影響で、ゆりかもめも雪で停止し立ち往生しましたし、横

浜線もストップしました。イトーヨーカ堂も２８店舗で、１～２時間閉店時

間を切り上げたそうです。

ということで、本日は、過去の大雪ランキングについてお話ししたいと

思います。

① 第１位４６ｃｍ（１８８３年２月８日）

第１位の４６ｃｍを記録したのが、１８８３年（明治１６年）に観測された

大雪です。東京で４０ｃｍ以上の積雪が観測されたのはこの時のみ

だそうです。

当時の東京は気温が著しく低い傾向にありました。最低気温が常に

０℃以下、かつ最高気温が１０℃を超えない日々が続き、想像を絶

する寒さの中で大雪に見舞われたことになります。

なお、積雪により新聞の配達が困難で、翌日の紙面では遅れや配

り漏れについて詫びる記事が掲載されたそうです。

② 第２位３８ｃｍ（１９４５年２月２２日）

１９４５年（昭和２０年）の２月に、３８ｃｍの大雪が観測されました。広

島・長崎への原爆投下や終戦などの出来事があった年です。

このときは東京だけでなく、北陸や東北の各地でも大雪に見舞われ、

各地で多くの被害を生みました。

この頃から、東京の大雪記録の多くは２月に集中しているとの見解が

示されました。

③ 第３位３６ｃｍ（１９３６年２月２３日）

１９３６年（昭和１１年）の２月２６日は、大規模なクーデター事件である

「二・二六事件」が発生しました。この年は東京でたびたび大雪が降っ

ており、３６ｃｍを記録した２月２３日以外でも、３０ｃｍ超の積雪が見ら

れた日もありました。

この事件は「赤穂浪士討ち入り」「桜田門外の変」とともに、降雪中

の三大事件として記憶に残っています。

④ 第４位３３ｃｍ（１９５１年２月１５日）１９５１年～１９５６年（昭和２６年

～昭和３１年）頃は東京での大雪記録が集中していますが、このとき

降った雪には特徴的な結晶が見られました。

雪の結晶には、針状・樹枝・立体樹枝・あられ・氷あられ・粉雪状な

どさまざまな形があります。しかしこの頃の積雪では、一般的に形状

今後の予定

　本日は足元の悪い中お集まりいただいてありがとうございます。本

日は慶祝と地区社会・国際奉仕の山口委員長と向井副委員長によ

る卓話の予定でしたが、天候不順のため、中村エレクトによる子供

食堂ラッキーズへの支援についての卓話に変更となります。２月１３

日は佐藤祐一郎ＰＧの卓話、２０日は休会となります。２７日は相模

大野例会でお店はイルファボーレを予定しております。地区大会の慰

労会が２月１５日１８時より壱語屋市が尾店で行われます。対象の方

には個別でお声がけいたしますので、バスの乗車と合わせてお知らせく

ださい。また、ＩＭが４月１３日土曜日１３時よりけやき会館で行われます。

ファックス、メールで出欠をとりますので、出欠の返信をお願いいたします。

■幹事報告 幹事　江田　昌弘
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【次年度地区補助金について】会長エレクト　中村　好孝

【NPOてらこや食堂ラッキーズについて】

今後の予定

　本日は足元の悪い中お集まりいただいてありがとうございます。本

日は慶祝と地区社会・国際奉仕の山口委員長と向井副委員長によ

る卓話の予定でしたが、天候不順のため、中村エレクトによる子供

食堂ラッキーズへの支援についての卓話に変更となります。２月１３

日は佐藤祐一郎ＰＧの卓話、２０日は休会となります。２７日は相模

大野例会でお店はイルファボーレを予定しております。地区大会の慰

労会が２月１５日１８時より壱語屋市が尾店で行われます。対象の方

には個別でお声がけいたしますので、バスの乗車と合わせてお知らせく

ださい。また、ＩＭが４月１３日土曜日１３時よりけやき会館で行われます。

ファックス、メールで出欠をとりますので、出欠の返信をお願いいたします。

　相模原でもこどもの貧困問題への対策が必要とされているところ、

ＮＰＯ法人てらこや食堂ラッキーズでは、「温かい食事と居場所を

毎日子どもたちに提供したい」。という思いで２０１９年１１月から

食事と学習を支援する「てらこや食堂ラッキーズ」を設立し、

月曜から金曜の夕方４時半から７時まで無料で門戸を開いています。

　ちなみに、相模原３４カ所のこども食堂のうち、平日毎日開催して

いるのはてらこや食堂ラッキーズだけとなっております。（２０２０．１０．

２０現在）

　当クラブでも、このような青少年を育成するための素晴らしい活動

を支援するため、地区補助金を活用してクラブ会員と一緒に地域ぐ

るみで貧困問題に取り組みたいと考えています。

　現在のところ、２つのイベント候補を検討しております。具体的には、
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■本日のスマイル  10,000円
■累　　　 計 479,603円
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出　席 欠　席出　席（％）合　計メイクアップ
前々回

第 2496 回 2月   6日

第 2494 回 1月   16日

□出席報告：出席委員会 2月6日
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　１月１６日（修正）完全欠席 =市川、一ノ瀬、小方、小川、小林、澁谷(直)、鈴木(晴)、中村(文)、中山、長瀬、松山、溝渕、若林

会報委員長  鈴木（昌） 担当委員 鈴木（昌）　三枝　柏原　中村（文）　小方　小川　桑田　須坂　鈴木（雅）　竹村　中村（辰）　松井　松山　宮崎

吉田　和紀 君
★お誕生日プレゼントありがとうございました。あっという間の
一年です。

■本日のスマイルBOX
栗林　一郎 君
★４４回目の結婚記念日が、１０日です。お祝いをいただきあり
がとうございます。
岩本　勉 君
★誕生月なのでスマイルします。

■本日のビジター

加藤　大聖様（ふるさとコンサート実行委員会 おとのわ代表）

■慶祝
結婚記念日祝 
２月   ７日 青木　亜也 君
２月  １０日 栗林　一郎 君
２月  ２６日 中山 智晃 君

誕生日記念祝（ご夫人）
２月 １９日 市川 孝幸 君 夫人 有加 様
２月 ２０日 小野田 勝宏 君 夫人 絵美 様
２月 ２２日 杉﨑 信一 君 夫人 満子 様

誕生日記念祝
２月   ９日 岩本 勉 君
２月 １１日 小方 實 君
２月 １１日 吉田 一紀 君
２月 １２日 青木 亜也 君
２月 １２日 中村 辰雄 君

第１５回 ふるさとコンサート第１５回 ふるさとコンサート第１５回 ふるさとコンサート第１５回 ふるさとコンサート

～地元の若手音楽家がおくる春の風～

2024年３月３日（日）

相模女子大学グリーンホール大ホール

＜午前の部＞

11：00開場/11:30開演

＜午後の部＞

13：30開場/14：00開演

「相模原」「音楽」をキーワードに若手音楽家が集まり親しみやすいコンサートづくりを目指しています。

※主に、未就学児童・小学生を対象

※未就学児童入場不可

モナの丘で農作物の収穫体験を行った後に、収穫した食材でＢＢＱ

を一緒に行うという、食育にもつながるイベント。又は、さがみ湖リゾー

トプレジャーフォレストに引率して一緒に楽しい時間を過ごすことで、シ

ングルマザーや家庭環境の問題からリゾート施設で遊ぶことが難しいこ

どもに楽しいひと時と心に残る体験をしてもらいたいと思っています。

　まずは、３月１５日が期日となっている地区補助金の申請をしたい

と思っております。実施は次年度となりますが、詳細が決まり次第

お知らせしますので、みなさまのご協力をよろしくお願いします。

　故石井とし子様は、長年積立てたお金を、地元と子供たちのた

めに役立てたいと考えおりました。「温かい食事と居場所を毎日、

子供たちに提供したい」。そんな思いから、子ども食堂を２０１９年１

１月に設立しました。月曜日から金曜日まで、学習と食事を無料で

提供する、市内でも稀有な子ども食堂を運営しております。

　登録している子供は１５名。学習担当２１名。食事担当１９名。

理事１５名で運営しております。（２０２４年１月現在）

足立　旬一

無 料


